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土砂災害防止「全国の集い」in 宮城 記録集

開 催 概 要

開催主旨

開催テーマ

開催日時

会 場

対 象

主催等

連携行事

2024年（令和6年）1月1日、石川県能登地方を震源とし、輪島市と羽咋郡志賀町で

最大震度7を観測した「令和6年能登半島地震」。年末年始の帰省者による人口増加、

地震による津波、土砂災害などにより人的被害が拡大するなど社会的にも大きな影響

を及ぼしました。

復興に向けて一歩を踏み出していこうとする矢先、同年9月には台風14号から変

わった温帯低気圧、および活発な秋雨前線や線状降水帯などの影響で、奥能登地域を

中心に河川の氾濫、土砂災害が多発し、多数の犠牲者を出しました。

このように地震等の自然災害から復旧途上で別の自然災害が発生する“複合災害”

は単一で起こる場合と比較して広域かつ甚大な被害をもたらします。

宮城県は地震頻発地域でありますが、能登半島のような「大規模地震後の豪雨によ

る“複合災害”の土砂災害」は発生してはおりません。

近年の気象変動に伴う集中豪雨等の増加で甚大な土砂災害が頻発する中、能登半島

と同規模の地震、豪雨が発生した場合、『土砂災害の複合災害』のリスクと備えるべ

きことについて議論し、全国に向けて発信することを目的として開催するものです。

平成20年岩手・宮城内陸地震、令和元年東日本台風
２つの土砂災害を経験した宮城県より

～複合災害（大規模地震災害後の豪雨災害）に備える～

土砂災害防止「全国の集い」・・・・・令和7年6月10日（火） 13：00〜17：20

現地研修会・・・・・・・・・・・・・令和7年6月11日（水）

土砂災害防止「全国の集い」… … 仙台サンプラザホール

現地研修会

（Aコース）令和元年東日本台風災害地（丸森町）、松川火山砂防事業地（蔵王町）、

蔵王ジオパークセンター（蔵王町）

（Bコース）平成20年岩手・宮城内陸地震土砂災害地、栗駒山麓ジオパークビジター

           センター（栗原市）

一般住民、行政担当者（国、都道府県、市町村）、砂防ボランティア、砂防工事関係

者など

主 催／国土交通省、宮城県

後 援／内閣府、消防庁、文部科学省、厚生労働省、林野庁、全国知事会、全国市長

会、全国町村会、ＮＨＫ、（一社）日本新聞協会、（一社）日本民間放送連

盟、（一社）全国治水砂防協会、（一財）砂防・地すべり技術センター、

（一財）砂防フロンティア整備推進機構、全国地すべりがけ崩れ対策協議会、

（一社）斜面防災対策技術協会、（一社）建設広報協会、砂防ボランティア

全国連絡協議会、（NPO）土砂災害防止広報センター、一般社団法人宮城県

建設業協会、（一社）全国特定法面保護協会東北地方支部、（一社）斜面防

災対策技術協会東北支部、（一社）宮城県測量設計業協会、（一社）東北地

質調査業協会、（一社）建設コンサルタンツ協会東北支部、全国治水砂防協

会宮城県支部、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県砂防ボランティア協会、

（公財）宮城県消防協会、河北新報社、ｔｂｃ東北放送、仙台放送、宮城テ

レビ放送、ｋｈｂ東日本放送、エフエム仙台

土砂災害防止「全国の集い」に併せて、下記の行事を実施。

令和7年度 宮城県砂防工事施工技術等連絡会 仙台サンプラザ3階「宮城野」

令和7年度 砂防ボランティア「全国のつどい」仙台サンプラザ3階 クリスタルルーム



土砂災害防止「全国の集い」in 宮城 記録集

開催プログラム

土砂災害防止「全国の集い」 6月10日（火）

■開 場／仙台サンプラザホール

■ポスターセッション 『行政・地域の一押し取組報告』

■開会式典

１）挨拶：国土交通大臣、宮城県知事、来賓（国会議員等）

２）土砂災害防止功労者表彰式

■基調講演

連鎖する災害にどう立ち向かうのか～激甚化への適応を考える～
講演者：松本 浩司（ＮＨＫ解説主幹）

■特別講演

県内の大規模土砂災害発生時の避難行動
講演者：保科 郷雄（丸森町長）

■ポスターセッション 『行政・地域の一押し取組報告』

■特別企画展 人形劇「やまのおおじゃくぬけ」関連展示

宮城県多賀城高等学校 災害科学科 活動報告

■パネルディスカッション

平成20年岩手・宮城内陸地震、令和元年東日本台風

２つの土砂災害を経験した宮城県より

～複合災害（大規模地震災害後の豪雨災害）に備える～

コーディネーター 板橋 恵子（エフエム仙台 防災・減災プロデューサー）

パネリスト（学識者） 井良沢道也（岩手大学名誉教授）

パネリスト（地 域） 千田 勝 （栗駒山麓ジオガイド）

パネリスト（地 域） 宍戸 克美（特定非営利活動法人 じゅーぴたっ 副理事長）

パネリスト（高校生） 後藤 敏仁（多賀城高等学校 災害科学科3年生）

パネリスト（高校生） 耳塚 千紘（多賀城高等学校 災害科学科3年生）

パネリスト（高校生） 森合ことり（多賀城高等学校 災害科学科3年生）

パネリスト（行 政） 齋藤 秀一（宮城県 土木部 防災砂防課長）

コメンテーター 草野 愼一（国土交通省 砂防部長）

■閉 会 齋藤 和城（宮城県 土木部長）

12:00

13:00

14:05

14:35

17:20

15:10

14:55

現地研修会 6月11日（水）

五福谷川遊砂地（丸森町） 松川火山砂防事業地（蔵王町） 荒砥沢地すべり地（栗原市） 栗駒山麓ジオパークセンター
NIPPON防災資産 認定
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土砂災害防止功労者表彰

主催挨拶
国土交通大臣 中野 洋昌

（代理：
国土交通審議官 天河 宏文）

主催並びに開催地挨拶
宮城県知事 村井 嘉浩

開催市歓迎挨拶
仙台市長 郡 和子

（代理：副市長 髙橋 新悦）

京都府宇治市
  藤田 正治 様

広島県広島市
早稲田学区
自主防災連絡協議会 様

奈良県宇陀市
室生自治会 様

来賓祝辞
宮城県議会議長 髙橋 伸二

開 会 式 典開 会 式 典

来賓祝辞
（一社） 全国治水砂防協会
宮城県支部長 村上 英人
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基 調 講 演基 調 講 演

特 別 講 演特 別 講 演

『連鎖する災害にどう立ち向かうのか～激甚化への適応を考える～』

松本 浩司
ＮＨＫ解説主幹

『県内の大規模土砂災害発生時の避難行動』

保科 郷雄
丸森町長
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パネルディスカッションパネルディスカッション

『平成20年岩手・宮城内陸地震、令和元年東日本台風２つの土砂災害を経験した宮城県より
～複合災害（大規模地震災害後の豪雨災害）に備える～』

コーディネーター
板橋 恵子
エフエム仙台

防災・減災プロデューサー

パネリスト
井良沢 道也

岩手大学名誉教授

パネリスト
後藤 敏仁

パネリスト
耳塚 千紘

パネリスト
森合 ことり

パネリスト
千田 勝

栗駒山麓ジオガイド

パネリスト
宍戸 克美

特定非営利活動法人
「じゅーぴたっ」副理事長

パネリスト
齋藤 秀一

宮城県土木部防災砂防課長

コメンテーター
草野 愼一

国土交通省 砂防部長

（宮城県多賀城高等学校 災害科学科3年生）
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ポスターセッション

＆ 特別企画展

ポスターセッション

＆ 特別企画展

閉 会閉 会

「全国からのイチオシ土砂災害対策事例報告」

宮城県 土木部長
齋藤 和城

（「全国の集い」運営委員長）

人形劇「やまのおおじゃくぬけ」関連展示
宮城県多賀城高等学校 災害科学科 活動報告
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現地研修会 南部コース現地研修会 南部コース

現地研修会 北部コース現地研修会 北部コース

栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

荒砥沢地すべり地

冷沢崩落地

五福谷川遊砂地

松川火山砂防事業地

蔵王ジオパークセンター



平成20年岩手・宮城内陸地震（栗原市）

令和元年東日本台風（丸森町）

令和７年度 第４３回 土砂災害防止「全国の集い」運営委員会
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【平間】 

 皆さま、本日は、令和７年度 第４３回土砂災 

害防止「全国の集い」にお越しくださいまして、

誠にありがとうございます。 

 

これより、開会式典を始めさせていただきます。 

私は本日総合司会を担当致します、平間 恵と

申します。どうぞ最後まで宜しくお願い致します。 

 それでははじめに、本大会主催者を代表致しま

開 会 式 典  

主 催 者 挨 拶 国土交通大臣    中野 洋昌 （代理：国土交通審議官 天河 宏文） 

開 催 地 挨 拶 宮城県知事     村井 嘉浩 

開催市歓迎挨拶 仙台市長      郡 和子  （代理：副市長 髙橋 新悦） 

来 賓 祝 辞 宮城県議会 議長  髙橋 伸二 

        一般社団法人 全国治水砂防協会 宮城県支部長 

蔵王町長  村上 英人 

祝 電 披 露 一般社団法人 全国治水砂防協会 会長 

衆議院議員 森山 裕 

土砂災害防止功労者表彰 

個 人 表 彰：尾畑 納子（富山県富山市）※欠席 

：藤田 正治（京都府宇治市） 

団 体 表 彰：室生自治会（奈良県宇陀市） 

：早稲田学区自主防災連絡協議会（広島県広島市） 
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して、国土交通大臣 中野 洋昌からのご挨拶を、

国土交通審議官 天河 宏文が申し上げます。 

天河審議官、お願い致します。 

 

【天河】 

 国土交通省の天河でございます。大臣から預か

ってまいりました挨拶を代読させていただきます。 

令和７年度、土砂災害防止「全国の集い」を開催

するにあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

ご列席の皆さまにおかれましては、平素から国

土交通行政の推進にあたり多大なるご支援ご協力

を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 

 

 

我が国は地形、地質、気象などの自然条件が厳

しく、毎年多くの自然災害に見舞われており、特

に近年は、気候変動や地震の影響により災害が激

甚化、頻発化しております。昨年は全国各地で１

４３３件の土砂災害が発生するなど、地域住民の

生活や経済活動に大きな影響を及ぼしました。 

一方で、各地での土砂災害に対し、予防的な対

策により人名や家屋が守られた事例が多数報告さ

れており、改めて自然防災の大切さが明確になっ

たと考えております。命はもちろん、住民の暮ら

しを守る土砂災害対策を推進していくことは、国

土交通行政の重要な使命であり、中長期的かつ明

確な見通しのもと、継続的安定的に進めていくこ

とが極めて重要です。国土交通省では、必要十分

な予算の確保に努め、事前対策としての砂防施設

等の整備を強力に推進して参ります。 

ここ宮城県は開催テーマにもありますように、

平成２０年岩手・宮城内陸地震と令和元年東日本

台風において、大きな台風に見舞われた経験がお

ありです。このような宮城県において、今後の土

砂災害対策を考える機会として「全国の集い」が

開催されることは誠に意義深く、本日を契機に全

国の土砂災害防止の取組みがよりいっそう進展す

ることを期待しております。 

 結びに、本日の開催にあたり、多大なご尽力を

いただきました、宮城県をはじめとする関係各位

の皆さまに心から御礼を申し上げますとともに、

本日ご列席の皆さま方のご活躍、ならびにご健勝

を祈念いたしまして、私の挨拶と致します。 

令和７年 国土交通大臣 中野 洋昌 代読でご

ざいました。 

 

【平間】 

 天河審議官、ありがとうございました。それで

は続きまして、主催者であり今回の開催地でもあ

ります宮城県を代表いたしまして、宮城県知事 

村井 嘉浩よりご挨拶を申し上げます。 

 

村井知事、お願い致します。 

 

【村井】 

 知事の村井でございます。令和７年度第４３回

土砂災害防止「全国の集い」ｉｎ宮城の開催にあ

たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日はお忙しい中、全国各地からお集まりいた

だきました皆さまにおかれましては、砂防関係事

業の推進に様々な立場でお力添えをいただいてる

ことに対しまして、この場をお借りし感謝申し上

げますとともに、心より歓迎申し上げます。 

 そして、このあとの講演やパネルディスカッシ

国土交通大臣 中野 洋昌 

代理：国土交通審議官 天河 宏文 
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ョンへの出演を快くお引き受けいただきました皆

さまに、厚く御礼を申し上げます。 

また、土砂災害防止功労者表彰を受賞されます

２名、２団体の皆さまにおかれましては、長年に

わたる取り組みとご努力が高く評価されたもので

あり、深く敬意を表するところであります。 

 この「全国の集い」は、昭和５７年の長崎大水

害で発生した土石流被害を契機として、土砂災害

の防止と被害の軽減を図ることを目的に、毎年６

月を土砂災害防止月間と定め、この月間における

主要行事として、これまで全国各地で多くの皆さ

まのご参加のもと開催されて参りました。 

 今回発生から１４年が経過した東日本大震災を

はじめ、平成２０年岩手・宮城内陸地震や令和元

年東日本台風など、度重なる大災害を経験してい

る本県での開催は、大変意義のあるものと考えて

おります。 

 

 

 

 さて石川県では、令和６年能登半島地震により

災害からの復旧途上で、大雨被害が発生するいわ

ゆる複合災害により、それぞれ単一で起こる場合

と比較して、公益かつ甚大な被害となっており、

いまなお復興に向けた取り組みが行われておりま

す。 

 本県でも、これまで全国の自治体から多くの職

員派遣を受けたことへの感謝も込めまして、被災

地の復興に向けて中長期で職員を派遣しており、

息の長い支援を継続しているところであります。 

 本日は、こうした災害の実態や今後の防災対策

を進める上での課題等について、情報を共有し意

見を交わし、そして発信することで、前項の土砂

災害防止に向けた取り組みが一層推進することを

大いに期待しております。 

 結びに、本日ご臨席の皆さまの今後ますますの

ご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、私からの開

会の挨拶とさせていただきます。本日は、誠にあ

りがとうございます。 

 

【平間】 

 村井知事、ありがとうございました。 

続きまして、今年度の開催市でもあります、仙

台市 市長 郡 和子様のご挨拶を、仙台市副市

長 髙橋 新悦様から頂戴したいと存じます。 

  

髙橋副市長、宜しくお願いいたします。 

 

【髙橋】 

 ただいまご紹介にあずかりました、仙台市副市

長の髙橋と申します。本来であれば、開催地を代

表いたしまして、郡 和子市長がここに参りまし

てご挨拶をするところなのですが、若干事情があ

りまして、代りまして私の方で挨拶文を預かって

参りましたので、代って読ませていただきます。

宜しくお願いたします。 

令和７年度第４３回土砂災害防止 「全国の集

い」ｉｎ宮城の開催にあたり、開催市を代表して

一言ご挨拶を申し上げます。 

国土交通省の皆さまをはじめ、全国から多くの

方々をお迎えして、本大会が盛大に開催されます

ことを心からお慶び申し上げます。 

東日本大震災を機に、将来の災害や気候変動リ

スクなどの脅威に備えた、防災環境都市作りを進

めて参りました本市において、このような意味深

宮城県知事 

村井 嘉浩 
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い大会が開催されますことは、大変光栄に存じま

す。また、日頃より市民の命と安全を守る砂防堰

堤や斜面対策施設の整備など、土砂災害対策を推

進していただいております、砂防関係者の皆さま

方に深く感謝申し上げます。 

 仙台市は、奥羽山脈の山並みを西に臨み、市街

地には広瀬川が流れ、東は太平洋に面するなど多

様な地形と豊かな自然に恵まれた都市環境を有す

る一方で、土砂災害や津波、洪水といった自然災

害リスクと常に隣り合わせの環境に置かれており

ます。 

 

 

 

本市ではハザードマップの充実や避難情報の迅

速な発信体制の整備など、多面的な対策を進める

他、地域住民との連携による防災訓練や、ＶＲを

活用した体験型の防災学習、さらにはマイタイム

ラインの普及啓発にも力を入れるなど、災害に強

い町づくりに取り組んでおります。 

 近年は、地震災害にのみならず、気候変動の影

響による大雨に伴う土砂災害のリスクが高まって

おり、複合災害への備えも重要性を増しておりま

す。土砂災害は地域特有の地形や気象条件に左右

されるため、専門的知見と地域に即した対応が不

可欠でございます。本大会を通じて全国各地の経

験や教訓が共有され、防災、減災の取り組みがい

っそう推進されますことをご期待申し上げます。 

 結びに、本大会の成功とご参加の皆さまのご健

勝、ご活躍を祈念いたしまして、歓迎のご挨拶と

させていただきます。本日は誠におめでとうござ

います。 

令和７年６月１０日 仙台市長 郡 和子 

 代読でございます。 

本日は誠におめでとうございます。 

 

【平間】 

 髙橋副市長、ありがとうございました。 

それでは次に、本日ご出席を賜りましたご来賓

の方々よりご祝辞を頂戴したいと存じます。 

最初に、宮城県議会議長 髙橋 信二様よりご

祝辞を頂戴したいと存じます。 

 

髙橋様、宜しくお願い致します。 

 

【髙橋】  

皆さん、こんにちは。ご紹介をいただきました、

県議会議長髙橋でございます。今日は県議会議員

が多数出席致しておりますけれども、代表いたし

まして、一言お祝いを申し上げます。 

本日、令和７年度第４３回土砂災害防止「全国

の集い」が本県を会場に盛大に開催をされました

ことを、心からお慶びを申し上げますとともに、

全国各地から本県へお越しいただきました皆さま

を心から歓迎を申し上げる次第でございます。 

 

仙台市長 郡 和子 

代理：仙台副市長 髙橋 新悦 

宮城県議会議長 

髙橋 伸二 
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 はじめに、ご臨席の皆さま方には、日頃より土

砂災害の防止に資する取り組みに多大なるご尽力

を賜っておりますことに、厚く御礼を申し上げま

す。また、このたび表彰の栄によくされます皆さ

ま方には、心からお祝いを申し上げますとともに、

これまでのご努力とご功績に対しまして、深く敬

意を表する次第でございます。 

 さて、本県はこれまで平成２０年岩手・宮城内

陸地震、令和元年東日本台風などの大規模土砂災

害を幾度となく経験し、自然の猛威と向き合いな

がら被災地の復旧復興に力を注いで参りました。

その中で私たちは、平時からの防災、減災対策の

推進や、ハード面、ソフト面が一体となった備え

の充実、強化の重要性を改めて痛感しているとこ

ろでもございます。 

 近年、局地的豪雨や大型台風などの自然災害が

よりいっそう激甚化、頻発化しており、このよう

な中、土砂災害から国民の生命と財産を守るため

の対策について、関係機関が知見や情報を共有し

相互の連携を深められますことは、誠に意義深い

ものであると考えております。この集いが、我が

国の土砂災害対策を更に推進する契機となり、皆

さま方にとりましても、実り多きものとなること

を心から願っているところでございます。 

 宮城県議会と致しましても、災害に強いまちづ

くりと安心安全な生活環境の整備促進に向けて、

今後とも全力で取り組んで参りますので、皆さま

方におかれましても、なお一層のご支援、ご協力

を賜りますようお願いを申し上げる次第でござい

ます。 

 結びに、本会のご盛会とご臨席の皆さま方のご

健勝、ご活躍を祈念いたしまして、私からのお祝

いの言葉とさせていただきます。本日は、誠にお

めでとうございました。 

 

【平間】 

 髙橋様、ありがとうございました。 

続きまして、一般社団法人 全国治水砂防協会

宮城県支部支部長 蔵王町長 村上 英人様より

ご祝辞を頂戴したいと存じます。 

村上様、宜しくお願いいたします。 

 

【村上】 

 全国からお越しの皆さん、ようこそ仙台の方に

お越しいただきました。線状降水帯も発生してお

りますが、今日の大会が実り多きものになります

ことを期待していきたいというふうに思ってます。 

 本日ここに令和７年度第４３回土砂災害防止

「全国の集い」が開催されるにあたりまして、全

国治水砂防協会 宮城県支部を代表いたしまして、

一言お祝いの言葉を申し上げます。 

 

 

 

 近年の気候変動などの影響に伴う自然災害の激

甚化により、水災害の頻度も非常に高く、土砂災

害の増加が懸念される中、毎年６月の土砂災害防

止月間の主要行事である土砂災害防止「全国の集

い」が、宮城県を会場に開催されることを大変よ

ろこばしく思っております。 

 さて、本県は内陸部に奥羽山脈、沿岸部には阿

武隈山地や北上山地などの急峻な地形を有すると

ともに、蔵王山をはじめとする活火山があること

から、土砂災害が危惧される地域となっており、

近年では令和元年東日本台風の豪雨により、県南

一般社団法人 全国治水砂防協会 

宮城県支部長 蔵王町長 

村上 英人 
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部と中心に甚大な被害が発生をしております。 

全国的に見ても土砂災害の発生件数は、依然と

して増加傾向となっており、災害リスクと取るべ

き行動の理解向上や、災害時の分かりやすい防災

情報の提供など、行政と地域住民が一体となって

土砂災害に備えた様々な取り組みを実施しながら、

平常時から防災意識を高めておくことが大切であ

ると考えております。 

 本日の「全国の集い」では、令和６年１月の石

川県能登半島地震による、被災後に９月の豪雨に

より被害が拡大した複合災害について考えるとと

もに、世代を超えた防災力の向上や伝承など、全

国に発信できればというふうに思っております。 

 また、明日の現地見学会では、平成２０年岩

手・宮城内陸地震や令和元年東日本台風の復興状

況、火山防災事業地を視察いただくことになって

おりますが、参加される皆さまの参考になればと

考えております。 

 今後とも国土交通省の皆さまをはじめ、関係機

関の皆さまとともに、土砂災害防止と地域の安全

安心の確保に向け取り組んで参りますので、なお

いっそうのご支援、ご協力を賜りますようにお願

いを申し上げます。 

 結びに、この「全国の集い」のご盛会と、本日

ご列席の皆さま方のいっそうのご健勝、ご多幸を

祈念いたしまして、祝辞とさせていただきます。   

本日は、誠におめでとうございます。 

 

【平間】 

 村上様、ありがとうございました。 

さて本来であれば、ご臨席いただいております

ご来賓の皆さまよりご祝辞を頂戴したいところで

はございますが、なにぶんお時間に限りがござい

ます。大変恐縮ではございますが、お名前のご紹

介をもってかえさえていただきます。 

 それでは、お名前をお呼びいたしましたら、そ

の場でご起立をお願い致します。 

まず、衆議院議員 小野寺五典様代理、 

秘書の齊藤 不可史様でございます。 

続いて、衆議院議員 鎌田さゆり様代理、 

秘書の橋本 俊博様でございます。 

続いて、衆議院議員 岡本あき子様代理、 

秘書の佐藤 健治様でございます。 

続いて、衆議院議員 柳沢剛様代理、 

秘書の岩淵 良介様でございます。 

続いて、衆議院議員 森下千里様代理、 

秘書の八重柏 紀之様でございます。 

続いて、参議院議員 桜井充様代理、 

秘書の馬場 千代子様でございます。 

続いて、参議院議員 和田正宗様代理、 

秘書の安藤 純様でございます。 

そして、本日会場には宮城県議会議員の方々に

も多数ご臨席を賜っております。 

宮城県議会議員の皆さま、恐れ入りますが、そ

の場でご起立ください。 

本日はご参加、誠にありがとうございます。 

 また、本日ご登壇いただいております高橋仙台

副市長 村上蔵王町長の他に、宮城県内市町村長

の皆さまも多数ご臨席を賜っております。 

市町村長の皆さま、恐れ入りますがその場でご

起立ください。 

本日はご参加、誠にありがとうございます。 

 そして、宮城県内市町村議会の議長の皆さまに

も、多数ご臨席を賜っております。 

恐れ入りますが、その場でご起立ください。 

本日はご参加、誠にありがとうございます。 

それでは、最後に登壇しております主催者を紹

介させていただきます。 

国土交通審議官 天河 宏文でございます。 

続いて、宮城県知事 村井 嘉浩でございます。 

続いて、国土交通省砂防部長 草野 愼一でご

ざいます。 

続いて、国土交通省 東北地方整備局長 西村

拓でございます。 
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ここで、誠に恐縮ではございますが、村井知事

と高橋副市長は次の公務のため、これをもちまし

て退席とさせていただきます。ご了承のほど、よ

ろしくお願い致します。 

それでは、村井知事、高橋副市長ありがとうご

ざいました。 

 

さて、本日ご臨席が適わなかった方々から、お

祝いのお言葉を多数頂戴しております。 

お時間の都合上、一般社団法人 全国治水砂防

協会会長 衆議院議員 森山 裕様からのご祝電

を、私からご披露させていただきます。 

「本日、『令和７年度（第４３回）土砂災害防

止「全国の集い」ｉｎ宮城』がここ宮城県にて開

催されますこと、誠におめでとうございます。心

からお喜び申し上げます。 

また、土砂災害防止功労者表彰を受賞された皆

さま方、誠におめでとうございます。長年にわた

り、土砂災害防止に多大なるご尽力、ご貢献を賜

りましたことに、深く敬意を表しますとともに、

心より感謝を申し上げます。 

宮城県は、近年、「平成２０年岩手・宮城内陸

地震」、「令和元年東日本台風」の２つの大きな土

砂災害を経験し、その度に力強い復旧・復興を成

し遂げられてこられました。 

また、昨年は、能登半島において大地震と豪雨

による複合災害が発生し、広域かつ甚大な被害が

生じました。近年の日本をとりまく自然環境の変

化により、今後もこのような複合災害が発生する

可能性が高まっております。この機会に大きな災

害を乗り越えてこられたこの地において、「土砂

災害の複合災害」のリスクと備えるべきことにつ

いて、関係者が一堂に集まり意見交換が行われる

ことは大変意義深く、意味があることと考えます。 

日本各地で豪雨や地震活動が活発になっているこ

とから、土砂災害に対する国民の理解と関心が更

に深まり、国民の生命とくらしを守る砂防事業が

一層推進されますよう祈念申し上げます。」 

一般社団法人全国治水砂防協会 会長 衆議院

議員 森山 裕様より頂戴致しました。 

ありがとうございます。 

 

この他にも多くのご祝電を頂戴しております。 

お芳名のみで恐縮ですが、ご紹介いたします。 

衆議院議員 小野寺 五典様 

衆議院議員 鎌田 さゆり様 

衆議院議員 柳沢 剛様 

衆議院議員 森下 千里様 

参議院議員 佐藤 信秋様 

参議院議員 和田 政宗様 

利府町 町長 熊谷 大様 

以上の皆さまからご祝電を頂戴しております。 

また、頂戴しましたご祝電は１階総合案内付近

の掲示板に掲出させていただいております。後ほ

ど、ご覧ください。 

 

続きまして、土砂災害防止功労者表彰に移らせ

ていただきます。準備を致しますので、会場の皆

さま、ご登壇の皆さま、そのままで少々お待ちく

ださいませ。 

 

それではこれより、土砂災害防止功労者表彰を

行います。 

土砂災害防止功労者表彰は、土砂災害防止に関

して、顕著な功績があり、他の規範として推奨に

値すると認める個人および団体を、国土交通大臣
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が表彰するものでございます。 

今年度は２名の個人及び２つの団体が表彰をお

受けになります。 

表彰は国土交通大臣 中野 洋昌代理、国土交

通審議官 天河 宏文が務めます。 

天河審議官 宜しくお願いいたします。 

 

表彰を受けられる皆様は、お名前をお呼びしま

したら、舞台中央にお進みください。 

それでは、土砂災害防止功労者表彰、個人の部

の表彰です。 

京都府 宇治市 藤田 正治様です。 

藤田様は、永年にわたり砂防学にかかる多数の

研究業績をあげられたほか、地域防災活動にも活

用可能な警戒避難支援ツールを開発するなど、地

域防災力の向上にも大きく貢献されました。 

また、国土交通省や近畿地方の府県を中心に数

多くの委員会等に参加され，最新の研究成果や高

度な知見をもとに、技術的、学術的な面から的確

な助言や指導を行うなど、砂防行政において、よ

り効果的な施策を立案、展開するために多大なる

貢献をされました。 

 

それでは、授与でございます。 

 

【天河】 

 表彰状 藤田 正治様、あなたは長年にわたり

砂防学の研究に取り組まれ、土砂災害防止に関す

る技術の発展に貢献されるとともに、砂防行政に

対し数多く提言されるなど、その功績は誠に顕著

であります。よって、令和７年度の土砂災害防止

月間にあたり、これを表彰します。  

令和７年６月１０日 国土交通大臣 中野 宏昌  

 

【平間】 

 どうぞ大きな拍手をお送りくださいませ。 

おめでとうございます。 

それではどうぞ、お席におつきください。 

 

続きまして、団体の部の表彰です。 

奈良県宇陀市 室生自治会様です。 

室生自治会様は「室生公園あさぎりの里」にお

いて、平成１３年から年間延べ約１００名を動員
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し、環境保全活動を行っており、観光集客及び地

域住民の憩いの場としての活用に貢献されている

ことに加え、「むろう地すべり見楽館」の施設管

理を担うとともに、地すべり防止対策の必要性を

来館者に対して周知する活動を続けており、土砂

災害防止の思想の普及に貢献されました。 

 

それでは、授与でございます。 

 

【天河】 

 表彰状 室生自治会様。貴自治会は、長年にわ

たり「むろう地すべり見楽館」の施設管理を担う

とともに、来館者に対して地すべり防止対策の重

要性を周知する活動を行うなど、土砂災害防止に

関する思想の普及に貢献されました。その功績は

誠に顕著であります。よって、令和７年度の土砂

災害防止月間にあたり、これを表彰します。 

令和７年６月１０日 国土交通大臣 中野宏昌 

 

【平間】 

 おめでとうございます。 

どうぞ皆さま、大きな拍手をお送りください。 

それではどうぞ、お席におつきください。 

 

続きまして、団体の部 

広島県 広島市 早稲田学区自主防災連絡協議

会様です。 

早稲田学区自主防災連絡協議会様は、これまで

の自主防災活動を通じ、地域の災害特性である土

砂災害に対する警戒避難体制を整備するとともに、

地域住民の防災意識を向上させ、次世代を担う防

災リーダーの育成にも力を注いでおり、様々な機

関・団体とネットワークを構築し、土砂災害をは

じめとした災害に強いまちづくりを推し進める等、

地域防災力の向上に貢献されました。 

 

それでは、授与でございます。 

 

【天河】 

 表彰状、早稲田学区自主防災連絡協議会様。貴

団体は、長年にわたり防災訓練や防災教育を実施

するとともに、防災が地域の文化として定着する

ことを目指した早稲田学区地区防災計画を作成す

るなど、地域防災力の向上に貢献されました。そ

の功績は誠に顕著であります。よって令和７年度

の土砂災害防止月間にわたり、これを表彰します。 

令和７年６月１０日 国土交通省 中野 宏昌 

 

【平間】 

 おめでとうございます。 

どうぞ皆さま大きな拍手をお送りくださいませ。 

 

それではどうぞ、お席におつきくださいませ。 

天河審議官、ありがとうございましたどうぞお

席にお戻りくださいませ。 

 

そして、本日は、この他にご本人のご都合ため

欠席となりましたが、個人の部で富山県 富山市 

尾畑 納子様も以下の内容で表彰を受けられてお
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ります。 

尾畑様は富山国際大学で環境学の教授として教

壇に立つ傍ら，立山砂防の大切さを伝える「立山

砂防女性サロンの会」の運営に携わり、防災思想

の普及に加え、子供たちへの防災教育の啓発にも

大いに貢献されました。 

また、立山カルデラ砂防博物館の評議員や世界

遺産ユースプログラム講師などとしてもご活躍さ

れ，永年にわたる幅広い社会貢献活動により土砂

災害防止の思想の普及に貢献されました。 

 

おめでとうございました。 

 

以上をもちまして、土砂災害防止功労者表彰を

終了いたします。 

 

土砂災害防止功労者の皆様、おめでとうござい

ました。 

会場の皆様、改めて、土砂災害防止功労者の皆

様に盛大な拍手をお贈りください。 

それでは、功労者の皆さん、ご降壇をお願い致

します。 

以上をもちまして、開会式典を終了いたします。 

 

この後、準備が整いましたら、ＮＨＫ解説主幹 

松本 浩司様によります「基調講演」 『連鎖す

る災害にどう立ち向かうのか 〜激甚化への適応

を考える～』 

そして、丸森町 町長 保科 郷雄様によりま

す「特別講演」 『県内の大規模土砂災害発生時

の避難行動』を開始いたします。 

会場の皆様は、そのままお待ち頂けますようお

願い申し上げます 
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これより、ＮＨＫ解説主幹 松本浩司様により

ます「基調講演」 『連鎖する災害にどう立ち向

かうのか 〜激甚化への適応を考える～』をご講

演頂きます。 

 

それでは、松本様、よろしくお願いいたします。 

 

【松本】 

 皆さん、こんにちは。ＮＨＫの松本浩司と申し

ます。 

解説主幹というご紹介をいただきました。解説

委員のうちの一つが解説主幹なんですけれども、

解説委員というのは何をやってるかというと、要 

 

するに取材をして、それを自分で見たり聞いたり 

したことを整理してお伝えしています。 

主な番組として、夜の１１時３０分から１０分

基 調 講 演  

『 連 鎖 す る 災 害 に ど う 立 ち 向 か う の か  
〜 激 甚 化 へ の 適 応 を 考 え る ～ 』  

ＮＨＫ解説主幹 松本 浩司 

ＮＨＫ解説主幹 松本 浩司 
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間『時論公論』という番組があるんですけれども、

それをはじめ朝昼晩、定時の枠があって、そこで

それぞれの専門の解説委員が放送でお伝えしてい

ます。 

 私は自然災害を主に担当しておりまして、取材

をしてお伝えしています。『時論公論』という番

組は、だいたい視聴率が２％前後という、非常に

高視聴率の番組を担当しております。 

私はかれこれ３０年くらい記者として自然災害

を取材していて、国内外の大災害はだいたい取材

してきました。現場だけは数多く踏ませていただ

いていて、東日本大震災はもとよりですね、阪神

淡路大震災とか。 

特に土砂災害に縁があるというとちょっと変な

んですけれども、土砂災害の現場はほんとに数多

く見てまいりました。東日本台風の丸森町の被害

もですね、土石流が起きた源頭部までですね、岩

手大学の井良沢先生に、このあと登壇されますけ

れども、一緒に付いて行って取材したりしていま

す。 

 余談ですが、私自身ですね、子どもの頃なんで

すけれども、急傾斜地に家があって、目の前で土

砂崩れが起きたという経験があります。 

ほんの自分がいた１０メートルちょっと先くら

いのところですね。そこから先の崖が奥行き数１

０メートルにわたって、高さ１５メートルくらい

にわたってドーンと落ちて目の前でそれを見て、

自分はギリギリで助かったという経験がありまし

て、そのときの木のざわめきの音ですね、前ぶれ

として木がザーザーと凄いざわついたんですけれ

ども、それから斜面が滑り落ちていく様子、その

地鳴りを本当にリアルに覚えていて、忘れられな

い記憶です。 

そういうこともあって、土砂災害については思

い入れというか、他人事ではないという思いで取

材をしてきました。前置きが長くなりました。 

 今日お話するのは、「複合災害について」とい

うテーマをいただきました。複合災害と言っても

ですね、いろいろな組み合わせがありますし、人

によって考え方が違う。そういったものにどう向

かうのかというのが、単独の災害でも大変なのに、

複合災害にどう向き合っていいのかというのが非

常に難しいことなんですけれども、それについて、

ちょっと考えていきたいと思います。 

 ポイントは３つあります。 

過去にどういう災害があったのか。それから、

去年のまさに大きな複合災害となった能登半島の

地震と豪雨、どういう状況でどういう対応があっ

て、どういう問題があったのか。そして、そうい

ったものにどうやって向き合っていったらいいの

かという、この３点です。 
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まず過去の例ですね。代表的な例としてよく挙

げられるのは、戦後まもない１９４８年の福井地

震というのがありました。震度７ができるきっか

けになった凄い地震で、４０００人近い方が亡く

なったという地震です。そのわずか１ヶ月後にで

すね、今度は集中豪雨があってですね、総雨量３

５０ｍｍくらいと。地震で堤防が沈下していて、

そして堤防が破堤して壊れて決壊したりして、当

時の市の面積の６割にあたる２５，０００戸が浸

水したという複合災害でした。 

それからもう少し最近になりまして、新潟県の

中越地震。これも震度７の大きな地震だったんで

すけれども、その１週間前に台風で大雨があって

斜面が緩んでいました。斜面の強度が低下してる

ところに大地震が起きて、そして大規模な土砂災

害ですね、いわゆる河道閉塞の天然ダムがたくさ

んできたりして、旧山古志村が全村避難したとい

う災害です。これにはまだ続きがありまして、そ

の冬ですね、１９年ぶりという豪雪になって、豪

雪によって更に家屋が倒壊したり斜面が崩壊をす

るという、三重の災害になったという経験があり

ます。 

もう少し最近になるとですね、私がほんと「怖

いな」と思ったのが、２０１８年ですから７年前

ですかね、ご記憶があると思うんですけれども、

この夏の間に西日本豪雨、東日本台風の前の年で

すけれども、凄い記録的な豪雨災害、そして大阪

府北部地震、ブロック塀が倒れて子どもが亡くな

った。そして台風２１号、胆振東部地震と立て続

いたんです。 

このとき、特にこの台風２１号というのが、大

阪でもの凄い風が吹いた台風、ご記憶があるかと

思うんですけれども、トタンが飛んだりですね、

もの凄い風で、このとき大阪湾は大変な高潮にな

ったんです。高潮被害が各地で起きました。 

それ以前、大阪の最大の高潮被害というのは１

９６１年の第二室戸台風で大阪市の西半分が浸水

した水害なんですけれども、このときよりも各地

で高い潮位が観測された。過去最大だったんです。

大阪湾として過去最大の台風による高潮だったん

ですけれども、このときは、整備されていたハー

ド施設、水門などでなんとかだいたい食い止めた

んですね。 

これは、安治川水門という水門のそのときの映

像です。 

 

（ＰＰＴ内映像放映） 

 

手前が海ですね。この右の方に茶色く見えてく

るのが、水門の壁の先端なわけです。通常の海面、

大阪湾の基準潮位から７ｍあまりの高さのある巨

大な水門なんですけれども、その手前の海がここ

までせり上がっていて、奥に見えるのが大阪の市

街地の方で、これだけ高低差があるのが目でも分

かると思うんですね。 

その向こう側には海抜０ｍ地帯が広がっていて、

これが持ちこたえられなければ、大阪の西半分が

浸水しているような、第二室戸台風の時のような



 土砂災害防止「全国の集い」㏌宮城 記録集【基調講演】 

 

14 

 

水害になったという、ギリギリで持ちこたえたん

ですよ。 

これ撮っていた人は手が震えたと、震えながら

撮影したというお話もお聞きしました。 

このわずか３７時間後に北海道胆振東部地震が

起きて、震度７。そして、ご覧のように厚真町な

どの付近ですけれども、土砂災害がこれだけ、と

いうか山という山が崩れてしまうような土砂災害

で多くの人が亡くなると。 

これ場所は離れてますけれども、これだけ過去

最大のような台風と震度７が隣接して起こるとい

うことで、ほんとに複合災害というのは怖い、恐

ろしいということを私は非常に強く思った記憶が

あるんです。 

これまでのご紹介にもありましたけれども、南

海トラフ巨大地震が近づいて、そうすると直下型

地震が増えると考えられています。気候変動で台

風や集中豪雨が激甚化して、つまり、複合災害の

リスクというのは凄く高くなってるなというふう

に、みんな心配しているわけですね。 

データとしても、過去を振り返っても震度５以

上の地震と洪水が隣接するケースが１００年で２

０回あったという客観的な観測データも専門家に

よる分析もあるわけです。これが更にリスクが高

まっていくんだと心配されていました。 

そこで起きたのが、去年の能登半島地震、１月

の直下型の大地震ですね。内陸直下の地震として

は最大クラスの地震の大きな被害があった後、９

月で豪雨災害。これが、ほんとによりよってなん

でだ、というくらい同じ被災地に記録的な大雨が

また重なってしまったという不幸な事態が起こっ

たわけです。 

この災害を受けて国土交通省が専門家を集めて、

こういう複合する災害にどうしたらいいかという

ことを検討したんです。「複合災害」と言っても

いろんな定義がありますけれども、ここで一つの

定義をまとめました。 

「先発の自然災害の影響が残っている状態で後

発の自然災害が発生する。それによって単発の災

害に比べて被害が大きくなる事象」と、こういう

ふうに定義しました。物事を定義するというのは、

けっこうみんなが共通認識を持つ、あるいはそれ

を目標、あるいは克服する対象とするという意味

で凄く意味があると思うんですけれども、ここに
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複合災害というのを定義したということです。 

では、能登でどういう複合災害の被害があって、

どう対応してどう課題があったのかという２つ目

のポイントですね。 

現場、私もだいぶ取材しました。地震のあとも

取材しましたし、それから豪雨のあと、９月の後

も取材をして、９月のあと現場を回って住民の方

に聞くと「地震でここが崩れてたんだけれども、

さらにこんなに広がったんだ」という話をですね、

もの凄く数多く聞きました。 

この現場もその１つで、輪島市の町野町という

ところなんですけれども、はじめですね、この斜

面の左側が地震で崩れていた。 

ところが９月の大雨で、さらにその右側が大き

く崩れて、その手前のお家なんですね、地震で被

害を受けて修理をして直ってようやく入ろうかな

んていうタイミングで、今度は大雨による土砂災

害で、今度は完全に潰れてしまったと。ほんとに

気の毒なケースでした。 

これ、全体でそういうのがどのくらいあったの

かと把握するのは非常に難しいんですけれども、

一つの目安としてこういうものがあります。 

防災科学技術研究所というところが、衛星の写

真なんかで、どのくらい地面が崩れているのか、

土砂が流れて落ちているのかというのを調べたん

ですね。これが対象の範囲で、これが全体なんで

すけれども、これをアップにするとこんな感じで

すね。 

赤が、まず１月の地震で崩れていたところ。だ

いたい２２００カ所くらい。衛星の分析ですから、

凄く細かいわけじゃないですけれども、概ね２２

００カ所くらい。それから、大雨で崩れたと考え

られるところが１９００カ所くらいあったわけで

すね。それが紫色。それで、その隣接するところ

を数えると５３０カ所くらいということで、１つ

１つの現場はいろんな形態があると思うんですけ
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れども、少なくとも地震の影響をおそらく受けた

であろう、大雨で崩れたところで地震の影響を受

けたであろうと考えられるところが５３０カ所で、

全体の３割くらいは影響を受けてるんじゃないか、

少なくともですね。つまり、この複合による被害

の拡大というのが、少なくともこのくらいのボリ

ューム感で被害が単独よりも拡大する、というこ

とがなんとなく見えてきたということです。 

これに対してどういう対策が行われたのか。 

地震が起きて、国交省の調べで１００㎡以上の

規模の土砂崩壊、斜面崩壊が地震で２０００カ所

くらいあったということがわかっているんですね。

その中で、二次災害の恐れ、さらに崩れたり大雨

で崩れたりする恐れのあるところ、危険度の高い

ところ７３カ所について緊急の対策を進めました。

２０００箇所の内の７３ですからごく一部ですけ

れども、ほんとにできるところからやろうという

ことで、その内のいわゆる天然ダムができてしま

ったところ。土砂が崩れて川を堰き止めて水が溜

って天然のダムのようになって、これがまた崩れ

ると大きな災害になるというところが６つの川、

１４のところで確認されて、こういったところで

対策が行われました。ソフト、ハードの対策です。 

その現場、うまくいったところと、ちょっと課

題のあったところを３つ見ていきます。まず１つ

目。輪島市の川原田地区というところなんですけ

れども、左の写真ですね。もの凄い大きな山崩れ、

崖崩れがありました。現場に行くとですね、山が

丸ごと崩れているような状況です。この左からこ

ういう方向に山が崩れてきて、麓の集落なんです

けれども、家屋に被害が出ました。山がこう崩れ

て反対側の山の斜面まで埋め尽くして、川がこう

流れていたんですけれども、川が堰き止められて

ここに河道閉塞、天然ダムができていたわけです

ね。これが崩れると大変だということで対策を行

って、そのダムは長さが７００メートル、幅４０

メートルくらい細長く広大なものができていたわ

けです。この位置ですね。 

これが土砂の溜っているところで、ここが天然

ダムなんですけれども、要するに水を抜きましょ

うということで、このあたりを固めて水が越えに

くくして、さらに水路を作って下に水を流してい

ったという、こういう工事を行いました。 
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雨期を前に完成していて、この９月の大雨を迎

えました。これはもの凄い大雨、１０００年に１

度くらいの規模の大雨だったんですけれども、な

んとか新たな大崩壊は防ぐことができたという状

況です。 

これがその現場の状況です。私は大雨の２週間

後くらいに現場に行ったんですけれども、天然ダ

ムはだいぶ小さくなっていました。そして、ここ

から左の方に水を抜く。ここから水を抜いて、そ

して、山際に沿って水で流していったという状況

ですね。これによってこれ麓の村、地震の後の土

砂流出で被害があったんですけれども、そのあと

の大雨では被害が免れたと、そういう状況です。 

ここは、あれだけの先ほど申し上げたような９

月の大雨に持ちこたえたという例だと思うんです

ね。 

今度２つ目は、ここもやっぱり河道閉塞、天然

ダムができたところです。 

ここの取り組みは、ここが集落、輪島市の鈴屋

地区というところですけれども、そこから川が山

から流れ下っていて、この山側に全部で６カ所の
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天然ダムがあって、これが崩れたら大変だという

ことで対策はするんですけれども、もの凄い山奥

で重機も入っていけないようなところなので時間

がかかるので、とりあえずというか、まずこの川

の出口のところに仮設の堰堤、ブロックを積み上

げたような堰堤で食い止めるという対策をしたり、

それから浸水想定、つまり天然ダムが崩れたらど

ういう範囲に水が行くのか、という地図を作って

対策をしたわけです。 

実際、そのあと９月の水害で、いま大水が出て

天然ダムが決壊したのが確認されています。 

それによって水が出て、先ほどの堰堤はここな

んですけれども、壊れてしまって大量の水がそこ

にさらに流れ下ったと。 

そのダムで増えた水の量は１７万トンくらいと

言われていて、ご覧のような被害。もともと地震

で崩れていた家が多いんですけれども、こういっ

たさらに被害が増大したという状況になったんで

す。 

ただ、先ほど申し上げた浸水想定区域図。天然

ダムが決壊したらどのくらい水が流れるのか、と

いうのを計算して備えていたわけですね。もとも

と浸水想定区域図はあったんですけれども、天然

ダムの影響も考慮すると、それが更に広がるとい

うことが分かって、色のついてるところが浸水想

定区域になるわけです。 

そして、これを国交省、国の側が調べて、地元

輪島市の市長、それから防災部局に説明をして、

こういうリスクがありますよということを伝えて、

それを受けて輪島市は避難指示の基準を引き下げ

たり、それから、ここに仮設住宅があるんですけ

れども、仮設住宅がそれでも浸水はしないよとい

うことを確認して、そのまま運用したというか確

認できたということです。 

実際の９月の大雨で、今度はこの赤い範囲が浸

水したんですけれども、想定通り仮設住宅は浸水
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を免れました。あの水害のときに地震被災地の各

地で仮設住宅が浸水してしまったという被害がた

くさん出たんですけれども、ここはこういう形で

浸水を免れることができたという、ソフト対策を

うまく生かせたケースと言えると思うんですね。 

これも僕は現場に行ったんですけれども、絶妙

なところにあって、ちょうど右側が川で、こちら

が少しずつ高くなっていて、やや高くなっている

ところの土地を使ったわけですね。絶妙にという

か、微妙に難を逃れたケースです。 

それから３つ目になります。ここは非常に厳し

い残念なケースなんですけれども、これは別の、

近くなんですけれども、やはり寺地川という川が

流れている寺地地区というところですね。ここに

集落があります。こっちに町野川という大きな川

があって、そこに流れ込む支流の寺地川という川

がありました。ここもですね、このへんに堰き止

めダムができて、それが崩れると被害が拡大する

恐れがあるということが分かったわけです。 

そこで、これが集落ですよね。で、これはもと

もと、こっちの本流の町野川に洪水が起こるとこ

の範囲が浸水するよという浸水想定区域図はあっ

たんですけど、ここについては、そういうハザー

ドマップ、浸水想定はされてなかったわけです。

というのがこっちの寺地川はそんなに急な川じゃ

なくて土砂災害の警戒区域にあたるような基準に

達しない川だったんですね。ですから、ここにつ

いては、以前は何もリスクは表示されていなかっ

た。しかし、天然ダムができたので、その天然ダ

ムの影響などが起きたらどういうことになるかと

いうことで、新しくハザードマップを作って備え

ていたわけです。 

これが地震のあと、天然ダムができたあと作ら

れたハザードマップで、この色のついた範囲が浸

水するよというふうに想定された。さっきの地図

ではここ何もなかったんですけど、ここにこうい

う危険があるよ、ということが明らかになって示

されたわけです。 

実際に災害が起きて、赤の範囲が浸水したんで

すけれども、ここに川があって橋があって、流木

が堰き止められて浸水範囲がそれよりも広くなっ

たんですけれども、概ね特に下の方はですね、想

定通りでした。ここでポイントは、いずれにして

も、ここにリスクがあるんだよということを示さ

れていたというところなんですね。これも輪島市

に対して説明をしていたということです。 

現場、これも行ってきました。 

上流に行くとあちこちで崩れてまして、ぐさぐさ

の状況です。ここは、先ほど見たところのように
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コンクリートブロックの堰堤があったんですけれ

ども、これが見事に壊れていました。河道閉塞が

あったというのは、このあたりです。河道閉塞で

ダムに水が溜っていたんですけれども、だんだん

小さくなってきていた可能性も指摘されているん

です。こちらが上流で手前が下流ですね。これは

町のすぐ近く、だいぶ下流なんですけれども、こ

ういう形で土砂が流れ下って住宅街に流れ込んで

いったという。いわゆる土砂洪水氾濫のような土

砂が堆積している状況で、実はここの現場で２人

亡くなってるんです。まさにここですね。 

ちょうどここの現場なんですけれども、近くの

高齢のご夫婦が、川の近くの農地を見に行ったと、

あるいは、この橋の上で川を見ていたという証言

もあるんですけれども、ここにおられて、土石流

が出て水が出て亡くなったんです。こういう危険

エリアというのは示されていたんですけれども、

これが住民には知らされていなかったんです。 

住民に対して例えば地図を配ったり、あるいは

説明会をするとか。そういうことが行われていな

くて、結果的にここでお二人が亡くなったという、

せっかくのソフト対策が十分に活用できなかった

という事例もあったわけです。 

少し飛ばしていきますけれども、いまの土砂災

害の事例を３つ見たんですけれども、もう１つ去

年の能登半島の地震水害で複合災害のケースとし

て顕著だったのが、川の氾濫ですね。 

ニュースで見てご記憶かと思うんですけれども、

留守番をしていた中学生の女性がですね、自宅ご

と流されたという災害被害があったんですけれど

も、塚田川というところで、ここはそんなに大き

な川じゃないんですけれども、流木がたくさん流

れてきて橋に引っかかって、そこで水が溢れて水

の流れが変って、家が４棟くらい流されたという

状況ですね。 

現場ですね。ここに小さな橋がある。歩道の手

すりが見えるんですけれども、橋があって、ここ

に土砂や流木が溜ってですね、いま溜ってました

けど、川の流れが変わって家を失いました。もう

少し上流から見ると、カメラを振りますと、ここ

に小さな橋があって流木が溜った。で、流れが変

ってここを凄い流れが流れて家が流されたという

ところです。 
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大学の先生のシミュレーションで、橋に流木が

溜ったことで水の深さですね、ちょうど家が流さ

れたところに水の深さは、木が溜っていないとき

に比べて２倍以上になっただろうと、２．５～２．

６メートルくらいだろうと。さらにその速さもで

すね、流速ももの凄く速くなっていたということ

がシミュレーションで立証されています。ここは

ですね、先ほどのようなはっきりした天然ダムが

確認されたというところではなかったので、特段

の対策は取られていなかったし、それから、住民

にもそういうリスクというのが伝わっていなかっ

たというところですね。 

ここの教訓として、橋があってそこに流木が溜

って、特に先行した地震があったときなど、より

多くの流木が出る恐れがありますから、そういう

ところに流木が溜って浸水が拡大する恐れがある

こと。あるいは、流れる範囲が変わるということ

も想定すべきじゃないかという声が、この現場の

被災などから去年指摘されたというところです。 

じゃあ、こういう災害、被災を受けてどうした

らいいのかというところですね。 

国もいちおう複合災害にどう向き合うかという

基本的な考え方を示しています。そして、先ほど

複合災害を定義したという検討会ですね、国の検

討会が、こういう災害を受けて何をしたらいいの

かというのをピックアップしています。 

だいたいポイントとしてはですね、はじめの災

害ですよね。それによって二次災害、被害のリス

クがどのくらい大きくなったのかという、それを

どのくらい危険になったのか、という評価をする

手法を一生懸命開発しましょうよと。それで、リ

スクがどのくらい大きくなったかを知るようにし

ましょうと。ハード対策なんかするんですけれど

も、とてもとても規模が大きくなればなるほど追

いつかないので、どういう優先順位をしてやって

いくのかと、そういう考え方をまとめておきまし

ょうと。 

さらに緊急のオペレーションですね、それをも

う一度考えておきましょうと。先ほど言った橋に

木が溜るとかですね、そういったものを見込んだ

ハザードマップ。いまはまったく考慮されていな

いんですけれども、そういったものを作りましょ

うよと。そして、そういう増大したリスクを把握

したら、伝えることが大事ですねという。そうい

うポイントを掲げています。これ、まだ提言案の

段階ですけど、まもなくこれが成案としてまとま

るということです。 

最後にですね、その複合災害にどうやって備え

るのか。非常に単独の災害でもそれを防ぐ、向き

合うというのは難しいのに、複合する災害にどう
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やって被害を小さくできるのか、難しいんじゃな

いかと思いますけれども、一つの例ですね、住民

がある意味、複合災害を予測していて、ギリギリ

で命が守られたという現場が、やはり去年の能登

半島地震、豪雨のときに輪島市であったんです。 

これもたまたま取材をして、現場を回る中で

「えっ」ていう証言を聞いて、私が見つけたとこ

ろなんですけれども、この曽々木という観光地に

もなってる海岸線の急峻な山で、１月の地震で崩

れて、国も緊急の工事をしていました。 

ところが大雨で、更にそれが崩れて家がまるま

る飲まれました。だけど、そこにいた家族はギリ

ギリ奇跡的に間に合ったんです。なぜ間に合った

かというと、隣にあるお店の女性がですね、地震

があって崩れたので、もし何か変化があったら心

配だからいつも見ていて、「何かあったらすぐ携

帯に電話するね」と隣の家のご主人に約束してた

そうなんですね。で、この日大雨が降って心配だ

なといって、山の斜面を奥さんはずっと見ていて、

それでまさに崩れ始めて、携帯電話で連絡をして、

隣の家の３人のご家族はすんでのところで逃げた。 

これは被災後の大雨のあとの状況ですね。これ

が母屋で、これが車庫や倉庫だそうです。母屋の

方も残ってるようですけど、残ってるのは２階の

部分で、１階の部分は全部飲み込まれているとい

う、この家に３人おられたんですね。 

地震で崩れたのは、住民の方の証言ですけれど

も、このくらいの範囲だったんですけれども、大

雨でさらにドーと周りが崩れたと。 

その隣の家の奥さん、奥野つる子さんとおっし

ゃるんですけれども、常に注意を払っていて、何

かあったら携帯電話で電話するよと、ほんとに携

帯電話にかかってきたと。 
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こういう位置関係ですね。斜面、これがいま電

話をした奥さんのお店、その向こうに難を逃れた

時田さんとおっしゃるんですけれども、家があっ

たと。 

 

「取材動画」 

 

【時田稔さん】 

――（隣の奥さんが）「私がここから見てたら分

かるし、何かあったら連絡してあげるね」という

コミュニケーションは取ってたんです。 

【時田弘美さん】 

――奥さんが部屋から上の方を見たら崩れてきて

るのを発見して、それでうちに電話がかかってき

て、「崩れてきとるさかい、はよ逃げ」って言っ

て。 

【時田稔さん】 

――電話がかかった時点ですぐ車をうちの前に横

付けして、母親を乗せて、かあちゃんに「すぐ来

い」って言って乗って、家の前は土砂で、土石流

のはしりですよね。だいたい２０センチくらいの

土砂がダーと流れてたので、ヤバい、すぐ逃げな

きゃという感じで。 

【松本】 

 崩れるどのくらい前だったんでしょう。 

【時田弘美さん】 

――崩れている瞬間を見ていないもので、何時頃

崩れたのかも分からないんですけど、奥さんいわ

く、私らが車を走らせたと同時に落ちてきたらし

いです。 

【松本】 

 じゃあ、間一髪で。 

【時田弘美さん】 

――間一髪です。間一髪で、電話がなかったら、

ほんとに私ども家族は誰１人としてここに立って

いなかったと思います。 
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【松本】 

 ほんとに稀有なケースで、私もいろいろと間一

髪で逃れたという土砂災害の現場をたくさん取材

してきましたけれども、そういうケースはけっこ

うあるんですけれども、これはほんとに間一髪で

すね。そういうケースで、まさに複合災害、連鎖

する災害を住民が予測していて、かなり注意を払

っていた。隣の奥さんが注意を払っていて、ギリ

ギリで難を逃れた事例です。つまり、可能性があ

るということだと思うんですね。 

じゃあ、何ができるのか、もう一度整理します。 

複合災害は想定してもきりがないよね、という

ふうに思うかもしれませんけれども、そういう最

悪のケースを想定してリソースを最適化するとい

うのが対策の意味合いだと思います。複合を想定

することによって、単独前提の対策を俯瞰すると

いうか見直すというか、評価することができて、

ハード対策もそれを前提に発想を転換したアイデ

アとか工夫とか知恵が出てくる。あるいは、最大

限の効果を発揮するような対策に繋がったりです

ね、あるいは、二度対策をしなければならない手

戻りが少なくなるということは期待できると思い

ます。 

事前の取り組みとしては、地域防災計画の複合

災害編、多くの自治体が持っています、増えてい

ますけれども、大事なのは、その地域でリスクの

高い災害というのがありますから、その災害とい

うのを見極めて、考えられる、全部網羅するのは

無理ですから、想定されるものを考えて検討して

おくということですね。 

そして、これは国の指針にもありますけれども、

図上訓練などをやって、そして災害の規模が大き

くなれば応援というのも難しいですけれども、そ

の備えをしていくと。そして発生した後ですね、

危険が増したエリア、特に地震で山が崩れたり川

の堤防が下がったり、そういったところをなるべ

く速く把握をして、ハード対策をするための優先

順位を決めておきましょう。リソースの配分を決

めておきましょうと。 

そして、ハード対策が間に合わないところは、

ソフトのリスクマップ、ハザードマップなどを早

く作り直して、なにより重要なのは、それをきち

っと住民に伝えることです。 

単独の災害のハザードマップを住民が理解する

というのも大変ですけれども、さらに複合したと

きに、さらにこれだけリスクが増しているんだよ、

ということを知ってもらうという取り組みですね、

努力というのは凄く大事になってくると思います。

住民の側も、やっぱりそういう複合ということす

らあり得るんだよ、ということを知る努力、備え

る努力というのが欠かせないというふうに思いま

す。 

それを伝えるための情報のあり方。我々、この

報道機関、メディアも含めてですね、知らせるあ

り方というのは、さらに考え続けていかなければ

いけない。ただ、非常に困難ですけれども、「災

害対策は裏切らない」という言葉もありますけれ

ども、その複合を社会全体で意識して備えるとい
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うことで、先ほどの輪島市の曽々木というところ

の、奥さんが知らせたという例にもあったように、

そういう努力を続けることで、確実に被害を小さ

くして命を救うことができるということは、これ

は確かなことだというふうに思います。 

このように我々も、そういうメッセージを伝え、

そして社会全体で取り組むことができればという

ふうに希望する次第です。 

以上、複合災害に何ができるのかということを

考えてみました。 

ご静聴いただきまして、大変ありがとうござい

ました。 

これでまとめたいと思います。 
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皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただ

きました、丸森町長の保科でございます。このた

びは、令和７年度の土砂災害防止「全国の集い」

ｉｎ宮城にお招きをいただきまして、こうして発

表する機会をいただきましたことに、心から感謝

を申し上げたいというふうに思います。 

 

 本町は、令和元年東日本台風により、町政史上

最悪とも言うべき甚大な被害を受けました。発生

から５年数ヶ月が経過いたしましたが、これまで

に国や県をはじめ、全国の自治体や関係機関、企

業およびボランティアの皆さまなどから、多大な

るご支援とご協力を賜りましたことに、改めて感

謝と御礼を申し上げたいというふうに思います。

ありがとうございました。 

 本日は、「令和元年、東日本台風の被災経験を

踏まえた防災の取り組み」と題しまして、発災時 

の避難行動やハード、ソフト両面での防災対策に

ついて、また当時の状況や対応を振り返るととも

に、その後の復旧復興の取り組みと、災害対策や

防災対策の強化施策などについてお話をさせてい

ただきます。 

 本町は、宮城県の最南端に位置しておりまして、 

特 別 講 演  

『 県 内 の 大 規 模 土 砂 災 害 発 生 時 の 避 難 行 動 』  

講演者：丸森町 町長 保科 郷雄 

令和元年東日本台風の
被災経験を踏まえた防災の取り組み

丸森町長 保 科 郷 雄

【県内の大規模土砂災害発生時の避難行動】

令和7年６月10日(火)

1



 土砂災害防止「全国の集い」㏌宮城 記録集【特別講演】 

 

27 

 

面積は２７３．３ｋｍ2 で、町域の７割を山林が

占めております。町の北部を一級河川の阿武隈川

が貫流しており、それに向かって山間を幾つかの

支流が流れ込む地形となっております。その流域

は、優れた資源の宝庫であることから、県立阿武

隈渓谷自然公園に指定されており、発災前は、年

間約５５万人の観光客が訪れておりました。 

 本町の主要産業は農業ですが、県内唯一である

阿武隈ライン舟下りや、江戸後期から昭和初期に

かけて栄えた豪商の屋敷である、蔵の郷土館齋理

屋敷、県立自然公園内にある不動尊公園キャンプ

場などの観光の名所や、特産品として春にはタケ

ノコ、秋冬には干し柿やヘソ大根などがございま

す。 

このように、本町は豊かな自然環境に恵まれた

風光明媚な土地でありますが、令和元年東日本台

風１９号の接近により、１０月１２日から１３日

にかけて町内全域に激しい雨が降り続きました。

総雨量は、大内観測所で６１２ｍｍ、筆甫観測所

で５９４．５ｍｍを記録いたしました。 

 本町の平年の年間降水雨量は１３００ｍｍほど

ですので、年間の約半分の雨量がたった一晩で降

ったことになります。この大雨により、町内の至

るところでは内水氾濫や河川の越水や堤防の決壊、

土砂崩れや複合災害である土砂・洪水氾濫が発生

いたしました。 

町中心部では常設の雨水ポンプ場や、排水ポン

プ車の能力を上回る大雨により内水氾濫が発生い

たしました。役場庁舎の浸水は免れたものの、浸

水が解消するまで４日間を要しました。町内を流

れる内川、新川、五福谷川では堤防の１８カ所が

決壊し、雉子尾川では越水が発生いたしました。 

これにより多くの家屋や農地、道路などに被害

が発生したのであります。山間部の地域では１５

2

宮城県丸森町の概要
① 地 勢

113

113

349

349

113

耕野

大張

丸森

舘矢間

筆甫

金山

大内

小斎

349

丸森町は、宮城県の南端に位置し、南西は福島県と隣接している。町の北部を阿武隈川が
貫流し、その流域と支流河川（内川・雉子尾川）の流域一帯が平坦地を形成しているものの、
南東部は標高500m、北西部は標高300m前後の阿武隈山地の支脈で囲まれた盆地状の町で
ある。町の総面積は273.30平方kmで仙南広域圏の約17.7％、宮城県の約3.8％を占める。

丸森町

丸森町

山形県

福島県

秋田県

宮城県

岩手県

人 口：１１,４２３人

世帯数： ４,８５５戸
（令和７年４月１日現在）

蔵の郷土館 齋理屋敷

ころ柿 へそ大根たけのこ

不動尊公園キャンプ場阿武隈ライン舟下り

3

宮城県丸森町の概要
② 観光・特産 排水能力を上回る大雨により、町中心部が浸水。内水対策と

して設置している雨水ポンプ場、排水ポンプ車も浸水により機
能が停止し、浸水が解消するまで４日間を要した。

役場周辺（10月13日） 町中心部（10月13日）

浸水したポンプ車 水が引いた役場周辺

内水氾濫

5

令和元年東日本台風の被害
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０箇所に土砂崩れが発生し、犠牲者も発生いたし

ました。土砂崩れにより流出した土砂や流木によ

って、川底の上昇や河道の埋塞が発生し、あふれ

出た泥水で被害を拡大させました。人的被害は災

害関連死も含め１１名の尊い命が犠牲となり、未

だに１名は行方不明となっております。 

また、１０００棟を超える住家に被害が発生い

たし 

ました。施設等の被害は公共土木農林業施設や教

育施設など、約２９００カ所で被害が確認され、

農作物や鉱工業関係の被害を含めますと、被害総

額は４７３億円に達しております。 
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当時の町の災害対応状況につきましては、１０

月１１日に台風の進路が本町へ接近することが予

想されたことにより、翌日の午後１時に特別警戒

配備を敷くことを決定し、準備をいたしました。

１０月１２日午後２時に、当時の基準である警戒

レベル３の避難準備、高齢者等避難を発令し、避

難所を開設いたしました。その後、雨脚がより強

まったことにより、午後３時２０分に警戒レベル

４の避難勧告を発令するとともに、午後７時５０

分には気象台から大雨特別警報が発表されたこと

により、警戒レベル５の災害発生状況を発令いた

しました。 

当初、避難所を１５カ所開設し、最大で４７４人

が避難しましたが、その後の１０月２５日に再び

大雨 

が降ったことにより避難所を１８カ所に増やし、

最大５４５名が避難することとなりました。最終

的には、仮設住宅が完成し避難所を閉鎖するまで

の間、延べ１万３２２８人が避難されました。 

町では、復旧復興に向け災害復旧対策室や復興

対策室を設置するとともに、災害後の復旧復興計

画の策定にも早期に着手し、令和２年６月には丸

森町復旧復興計画を完成させ、国や県、全国の自

治体や防災関係機関、ボランティアの皆さま方の

ご支援をいただきながら、町一丸となって復旧復

興を進めてまいりました。 

これまでに道路や河川、農地等の復旧工事はほ

ぼ完了し、災害公営住宅や町営住宅には被災され

た住民が住居を終え、新たな地域コミュニティづ

くりを進めております。また、防災体制や災害対

策の強化を図るため、地域防災計画を見直すとと

もに、防災訓練や講話を通じ、住民の防災意識の

高揚を図っております。現在は雨水排水ポンプ場

の増強工事や、山間部に降った雨が町場を通らず

直接阿武隈川に放流する工事と、災害時の応急復

旧の拠点となる丸森町水辺ステーションの整備を

行っております。 

災害対策や防災体制を強化するにあたっては、

ハード対策とソフト対策の両面からの施策が大切

であると考えております。 

ハード対策といたしましては、先ほど申しまし

た雨水排水ポンプ場や直接放流管、丸森町水辺ス

テーションの整備を進めています。また、本町の

水防団には、排水ポンプ車を配備しておりますが、

加えて可搬式のエンジン付き排水ポンプを追加配

備いたしました。 

ソフト対策といたしましては、防災マップを改

訂定し、町ホームページでデジタル版を公開する

とともに、町内約９５カ所の電柱に浸水表示板を

設置し、水害に対する日頃からの意識づけを図っ

ております。 

令和元年東日本台風では、町中心部で４２８戸

が内水により浸水いたしました。今後、同様の被

害発生を防ぐため、排水能力を約２．５倍に強化
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することを目指し、雨水排水ポンプ場と直接放流

管の新設を行っております。 

災害発生時、防災関係機関と連携して迅速に応

急活動を実施するため、国と連携した防災活動の

拠点として、河川防災ステーションの整備を進め 

ております。そのため、整備と利活用に関する検

討委員会を設置し、東北大学、国、県、町の関係

者、町内の商工団体等からも意見をいただきなが

ら検討を進め、災害時には防災、および応急復旧

の拠点としての機能を担い、平常時には町に甚大

な被害をもたらした令和元年東日本台風災害の伝

承、豪雨災害をはじめとした自然災害における防

災教育の場として、町の復興のシンボルとして、

賑わいの拠点となる施設を目指して整備を進めて

おります。 

災害時の利用イメージにつきましては、災害時

の応急復旧の拠点に使用する備蓄資材やヘリポー

ト、駐車場などは国が整備し、水防資材や水防団

の活動拠点となる水防センターを町が整備いたし

ます。そのほか、右上への芝生広場の土は、災害

の応急対処用の土嚢作成に利用するとともに、左

下には緊急搬送用のヘリポートも整備します。町 

が整備する「かわまち交流センター」は、水防セ

ンターの機能としてのポンプ車や、水防用の資材

を備えます。また、普段は２階部分を防災展示室

や防災学習室として利用しますが、災害時には警

察、消防、自衛隊などの防災関係機関が指揮所と

して使用いたします。 

次に、平常時のイメージですが、水防センター

内に設ける防災展示室や学習室は、災害伝承や防

災教育に活用し、施設内に併設する観光案内所は、

町内観光の周遊拠点として整備を進めております。 
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また、この施設の立地条件を生かし、県内唯一

の舟下りである阿武隈ライン舟下りの発着場や、

周辺の河川環境を生かした取り組みにより、国か

らかわまちづくり支援制度への登録が許可されま

した。これにより名称も、丸森地区水辺ステーシ

ョンとして整備を進めることになっております。 

また、施設の集客力を高める取り組みとしてカ

フェやレストラン、敷地全体を使った防災に繋が

るようなアウトドアコンテンツや、イベントの開

催なども計画をしております。 

防災のソフト対策といたしまして、発生後には

地域防災計画、風水害と災害対策編を改訂してお

ります。このため、「丸森町令和元年台風第１９

号災害検証委員会」を設置し、町の災害対応など

の検証を行いました。町では、検証委員からの提

言を受け、令和３年６月に丸森町地域防災計画を

改訂し、実効性のある防災対策の迅速、かつ適切

な実践を図りました。 

風水害時の防災活動体制につきましては、町の

災害時の防災活動体制を設置する基準として、警

報や注意報などの一般的な防災、気象情報に対応

するだけでは不十分であるため、より具体的な気

象状況に対応し、早め早めの体制を構築すること

を目指しております。 

また、令和元年台風１９号に匹敵する大型台風

の接近が予想される場合に備え、防災行動計画、

丸森町タイムラインを策定し、行動開始の基準も

定めております。 

また、住民に対しても各家庭や各地域の実情に

合わせ、天候の悪化が予想される場合のマイタイ

ムラインの作成を勧めているところであります。 

そのため、仙台河川国道事務所様のご協力のも

と、マイタイムライン講習会を実施したところ、

町内の自主防災組織の会長など約５０名が参加し、
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地域ごとのマイタイムラインの作成を図ることが

できました。 

本町の浸水想定区域では、地域内で避難場所等

を確保することが困難な地域がございます。その

ため、隣接する市町と避難の連携に関する協定を

結んでおりますが、避難行動の具体化を図るため、

避難者の受け入れに関する協定を隣接する企業さ

まと提携締結いたしました。その後、それぞれの

地域の自主防災組織同士が、災害時の相互援助に

関する協定を締結し、現在も毎年の防災訓練を通

じ、実効性の確認と人的交流を行っております。 

町では、例年総合防災訓練を実施しております

が、令和元年東日本台風災害以降は、より多くの

住民が参加できるよう休日に訓練を開催し、避難

行動の確認や防災意識の高揚に努めております。 

今年度は、宮城県の９．１総合防災訓練の会場

が本町となっておりますので、本町の防災訓練も

あわせて実施することとしております。開催日は

８月３１日日曜日で、会場は、丸森町役場前にあ

るグランドや中学校となります。訓練想定は大雨

による洪水、土砂災害への警戒と最大震度６強の

地震による複合災害への対応とし、住民避難や避

難所の開設、運営訓練などを行う予定となってお

ります。 

会場の都合で訓練場所が分散してしまいますけ

れども、ご都合がよろしければ、是非会場に足を

運んでいただければと思っております。 

最後になります。災害時につきましては、災害

が起こるだろうというふうに思いますけれども、

人それぞれに人は逃げない、避難をしないという

状況にございます。丸森町は１９８６年８．５豪

雨がございました。その当時３日くらいでしたか、

やはり６００ミリからの雨が降った経過がござい

ます。そのときのことが、どうしても頭に残って



 土砂災害防止「全国の集い」㏌宮城 記録集【特別講演】 

 

33 

 

おりまして、そのくらいの雨だったら大丈夫だろ

う、大丈夫だよというふうなことがございまして、

避難をされない方も多々おりました。 

この令和元年度では、浸水する場所については消

防団の皆さんが１戸１戸回りながら避難を呼びか

けた経過がございます。しかしながら、どうして

もというふうな方もおりました。やはり、一緒に

避難をするというふうなことを考えましたときに、

消防団のみならず、それぞれの地域コミュニティ

を取りながら、お互い一緒になって避難しましょ

うというふうな考え方が、一番の災害から逃れる

ための術ではないかというふうなことを感じてお

ります。そういった意味では、それぞれの地域で

の行動というものは、大変大事だろうというふう

に捉えております。 

本町では、令和元年東日本台風の教訓を基に、

ハード、ソフトの両年から防災訓練を強化し、災

害に強い安全安心な町づくりを進めていきます。

誰１人として逃げ遅れを出さないため、住民と一

体となった地域防災力の向上に努めて参りますの

で、引き続き宜しくお願いを申し上げまして、私

からの発表を終わらせていただきます。 

ご静聴、誠にありがとうございました。 
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